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①学校規模の基準

小学校の望ましい規模
12学級から18学級まで（クラス替えが可能な、
1学年2学級以上が望ましい）

中学校の望ましい規模
9学級から18学級まで（クラス替えが可能である
とともに、全ての授業で教科担任による学習指
導が行える、1学年3学級以上が望ましい）

②通学距離の基準

小学校 おおむね4㎞以内

中学校 おおむね6㎞以内

③学校統廃合等の基準

１．小学校

基準 対応

複式学級の編成が
見込まれる場合

直ちに、学校統廃合等の適否について検討する

全学年で単学級となることが
見込まれる場合

児童数の動向に注視しつつ、
学校統廃合等の適否について検討する

２．中学校

基準 対応

複式学級の編成が
見込まれる場合

直ちに、学校統廃合等の適否について検討する

全学年で2学級以下となること
が見込まれる場合

生徒数の動向に注視しつつ、
学校統廃合等の適否について検討する

●熊谷市の現状

熊谷市では、ほぼ全ての学校において児童・生徒が減少し、学校の小規模化が進行しており、

今後もこの傾向は続くものと見込まれています。

【熊谷市立学校の適正な規模に関する基本方針】
（2018年11月策定）

活力ある学校づくりに向けて、今後の適正化を図るための推進方策
を示し、学校の統廃合等を進める。
なお、統廃合を進めるにあたっては、保護者や地域住民に対し、
趣旨や実施方法等について説明し、意見を尊重しながら進める。

◎学校統廃合等の検討基準（基本方針）

熊谷市個別施設計画 ⑮学校施設編

※ 基準となる通学距離を超
える場合は、スクールバス等
の通学手段を検討する。

学校が小規模化すると・・・

○児童・生徒相互の人間関係が深まりやすい。
○異学年間の縦の交流が生まれやすい。
○児童・生徒に目が届きやすい。

などのメリットがある一方で、

○集団の中で、多様な考え方に触れる機会や学び合いの機会、
切磋琢磨する機会が少ない。
○部活動等の設置が限定され、選択の幅が狭まりやすい。
○人間関係や相互の評価が固定されやすい。

などの課題（デメリット）が懸念されます。

子供たちを第一に考え、
「知・徳・体」の確かな学力を身に付けさせるため、
よりよい教育環境の創造を目指す。

1



●熊谷市個別施設計画 ⑮学校施設編

①学校の規模適正化に当たっては、小学校を優先するとともに、児童・生徒の少ない学校を優先して統廃合を検討する。
②廃校後の学校体育館は、地域体育館に転用する。
③学校プールは、水泳授業への校外方式導入に合わせて順次廃止する。
④学校給食施設は、新センターを整備して、自校式は順次センターへ統合する。

●統廃合（案）

小学校 設置場所 統合年度

成田星宮小学校（成田小、星宮小） 成田小 2023

妻沼西小学校
（男沼小、太田小、妻沼南小）

妻沼南小 2025

長井小、秦小 長井小 2027

吉岡小、市田小 吉岡小 2029

熊谷南小、桜木小 熊谷南小 2030～2034

中条小、奈良小 奈良小 2030～2034

江南南小、江南北小 江南南小 2030～2034

佐谷田小、久下小 佐谷田小 2030～2034

玉井小、新堀小 玉井小 2030～2034

中学校 設置場所 統合年度

吉岡中、大里中 大里中 2029

中条中、奈良中 中条中 2030～2034

玉井中、別府中 玉井中 2035～2044

大麻生中、三尻中 三尻中 2035～2044

妻沼東中、妻沼西中 妻沼東中 2035～2044

荒川中、大原中 荒川中 2035～2044

●統廃合の内容

【新たな学校としての設置】

対象となる学校の規模や創立時からの経過年数にかかわらず、

対等な関係の統合とし、新たな学校として設置します。

【設置場所】

新たな学校は、既存の学校を使用し、校地面積、建築年数、周辺環境、

通学距離などを勘案して決定します。

【通学方法】

従来の学区に小学校がなくなる地域については、原則スクールバスの

利用を想定しており、スクールバスの乗降場所等については、学校や保

護者等との協議の上、決定します。

中学校については、自転車通学を想定しています。

【その他】

○校名や校章、校歌など、学校に関わる具体的な内容は、

新校設立準備委員会を立ち上げて検討してまいります。

○統廃合の準備についても、子どもたちと保護者の心配や負担が

できるだけ少なくなるよう進めてまいります。

○統合後の校舎等を含めた跡地活用については、

別途意見を伺いながら決定してまいります。

2



保護者や地域住民に対し、統廃合の趣旨、実施方法等につい
て説明し、意見を尊重しながら進めてまいります。

○公共施設再編方針案エリア別市民説明会（実施済）
○地域説明会（随時）
統廃合による影響が生じる地域で方針案を説明、意見交換

○保護者説明会（随時）
保護者、今後保護者となる予定の方などを対象として、
方針案の説明、統合に向けた意見交換

○統合準備委員会
統合に向けて、校名や校歌、通学方法など、様々な事項を
検討、決定

新たな学校の設置

●統廃合までの流れ

●学校規模適正化
【メリット】
＜学習生活面＞

○児童・生徒を多様な考え方に触れさせることにより、集団の中で

ルールを学び、社会性を高めるとともに、より自らの個性や学力、

体力を伸長させることができる。

○新たな人間関係を構築する力を身に付けさせることができるととも

に、人間関係の固定化を回避できる。

○児童・生徒同士の人間関係や教員との人間関係に配慮した学級

編成ができる。

○クラブ活動や委員会活動、部活動などにおいて、多様な選択が

可能となり、お互いに能力を高め合う効果が期待できる。

＜学校運営面＞

○経験、教科、特性などの面において、バランスの取れた教員の

配置を行うことができる。

○教員相互の研修や校務分掌の負担の軽減が可能になる。

○ＰＴＡ活動等における保護者一人一人の負担が軽減できる。

【デメリット（課題）】
○統合による環境変化への適応

→統合前の事前交流や事前指導、統廃合後のアンケートや面談の

実施など、継続的に子どもたちのケアに努める。

○通学距離が長くなる可能性（従来の学区に小学校がなくなる地域）

→スクールバス（小学校）の運行など、通学方法を検討する。

⇒統合準備委員会でも検討し、課題の解消に努めてまいります。

●長井小、秦小の現状
２校とも今後の児童数の減少が予想されます。

長井小については、１年生・５年生で単学級となっており、来年度以降
も単学級の学年が続くものと予想されます。

秦小については、現時点で全て単学級となっており、将来的に複式学
級になることも予想されます。

●方針（案）
２校を対等な関係の統合とし、新たな学校として設置します。
【設置場所】敷地面積が広い長井小を設置場所とします。
【供用開始】２０２７年度（令和９年度）
【跡地利用】秦小の跡地については、今後検討してまいります。
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学校名 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年

長井小学校 255 33 37 51 53 33 48

秦小学校 75 16 10 12 11 8 18

合計 330 49 47 63 64 41 66

学校名 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年

長井小学校 179 26 25 30 28 33 37

秦小学校 63 8 10 9 10 16 10

合計 242 34 35 39 38 49 47



●成田小・星宮小の統合

１ 統合
令和５年４月
※ 令和２年３月に統合に向けた準備を開始

２ 学校の位置
旧成田小学校

３ 校名
熊谷市立成田星宮小学校
※ 校名の公募、学校運営部会、準備委員会を経て、
最終的に市が校名を決定いたしました。

４ 通学
バス(２台）の乗降場所：４箇所（星宮地域）

学校名 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年

成田小学校 413 71 69 69 69 64 71

星宮小学校 51 7 8 8 15 5 8

合計 464 78 77 77 84 69 79

○令和5年度（2023年度）児童数（人）

統合１年前には、ほぼ全てのことについて
決定する予定です。

●男沼小・太田小・妻沼南小の統合

１ 統合予定
令和７年４月
※ 令和４年２月に統合に向けた準備を開始

２ 学校の位置
現在の妻沼南小学校

３ 校名
熊谷市立妻沼西小学校
※ 校名の公募、学校運営部会、準備委員会を経て、
最終的に市が校名（案）を決定いたしました。

４ 通学
現在協議中

○令和７年度（2025年度）児童数見込（人）

【統合にむけた準備（主なもの）】
・ 校名

・ 校歌

・ 校章

・ 学用品

・ 通学

・ 教育課程

・ 学校生活の決まりに関すること

・ PTA（役員、規約、会費など） など 6

学校名 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年

男沼小学校 52 11 7 5 8 7 14

太田小学校 92 9 15 13 16 23 16

妻沼南小学校 93 14 8 13 20 16 22

合計 237 34 30 31 44 46 52



● 統合に関する御質問など

Q１ 統合は本当に必要か。

「熊谷市立学校の適正な規模に関する基本方針」に基づき、適正規模を推進するための方策として統廃合を検討する
こととしています。
学校においては、これまでの授業で多く見られた一斉型の授業や単に知識や技能を習得させる授業だけでなく、子供

たちが自ら課題を発見し、主体的に学び合う活動（グループ学習などの協働的な学習）を活発にすることを通じて、意
欲や好奇心を十分に引き出すことが求められています。
また、子供たちを一定の規模の集団の中で学ばせて、いろいろな考えに触れ、周りの人と認め合い、協力し合い、切

磋琢磨することが、これからの時代に必要な力をより身につけることになると考えています。
これらのことから、より良い教育環境を確保するためには統合が必要であると考えています。

Q２ スクールバスでどのように通学するのか。

実際の運行方法等は、統合に向けた準備を進める中で、協議して決定することになります。
現時点で想定している内容は以下のとおりです。

【対象者】
統合により、通学先（学校）が変わる学校区（秦小）の児童。

【保護者負担】
なし

【スクールバスの運行】
登校と下校の両方

【乗降場所】
複数設置し、それぞれの通学班で徒歩により乗降場所へ集合して、現在の長井小の学校内またはその付近で乗降する。
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Q４ 水害時の避難所になるように校舎等の活用を検討してほしい。

水害時に一番大事なのは「早めの避難」であり、ハザードマップを参考に、被害が少ない場所へ早めに避難して
くださいますようお願いいたします。
また、校舎の跡地利用につきましては、今後、地域の皆様と一緒に検討してまいりたいと考えておりますが、

災害時の避難所のためだけに校舎等をそのまま残すことは難しいものと考えています。

Q３ 統合前から統合先の学校へ入学することはできるのか。

統合まで従来の学校（指定校）に通っていただきます。
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